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平成２５年度 第６回経営協議会議事要旨 

 

日 時  平成２５年１１月１４日（木） １４時２８分～１５時５２分 

場 所  学長室 

出席者 （学外委員）井田委員，沖田委員，潮谷委員，陣内委員 

（学内委員）佛淵学長，瀨口委員，中島委員，岩本委員，宮﨑委員，吉永 

委員 

欠席者 （学外委員）大平委員，古川委員，中尾委員 

    （学内委員）稲岡委員 

 

・ 議事に先立ち，学長から，平成２５年１０月１日付けで就任の潮谷委員及び

陣内委員について紹介があった。 

・ 続いて，平成２５年度第４回及び第５回経営協議会（持ち回り審議）の開催 

 についての謝辞と平成２５年度第４回及び第５回の議事要旨の確認について 

 依頼があった。 

 

 

【 審議事項 】 

 

（１）学長選考会議委員の選出について 

学長から，本件について，国立大学法人佐賀大学学長選考会議規則第３条第 

１号により，本学の経営協議会規則第２条第３号の委員のうちから，学長選考 

会議委員７名の選出を行うものである旨の説明があり，審議の結果，了承され 

た。 

 

（２）国立大学法人佐賀大学において実施する早期退職募集に関する要項等につい 

  て 

学長から，本件について，国家公務員退職手当法等の一部を改正する法律 

の施行に伴い，平成２５年１１月１日から勧奨退職制度が廃止され，早期退 

職制度へ接続されるが，平成２５年１１月１日から本学における早期退職募 

集を開始するに当たり，早期退職募集に係るルール（要項策定）及び制度の 

当面の運用方針について決定するものである旨の説明があった。また，現在 

採用されている任期制の職員については対象とし，施行以降の任期制採用者 

については，対象外とする旨の補足説明があり，審議の結果，了承された。 

 

（３）国立大学法人佐賀大学職員給与規程の一部改正について 

学長から，本件について，国際交流推進センターは，平成２３年１０月１日 
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に理事（研究・国際・社会貢献担当）をセンター長として，海外の大学及び研 

究機関との連携の下，教育・研究両面における国際交流を推進するため設置さ 

れ，国際戦略における様々な業務を行っているところであるが，運営において， 

副センター長に著しく業務の負担がかかっていることから，副センター長を職 

務付加手当の支給対象とすること，併せて，第２０条の２第２項の表において 

「学長が別に定める役職」として，現在職務付加手当を支給しているものを明 

示し，表の整理を行う案件である旨の説明があり，審議の結果了承された。 

 

 

（４）その他 

   特になし。 

 

 

【 報告事項 】 

 

（１）平成２４年度に係る業務の実績に関する評価の結果について 

学長から，本件について，１１月６日付で，国立大学法人評価委員会から， 

「業務運営の改善及び効率化」，「財務内容の改善」，「自己点検・評価及び 

情報提供」及び「その他業務運営に関する重要項目標」の４項目について，す 

べて「順調」との評価を受けたことの報告があった。また，評価結果により， 

第三期の運営費交付金等に影響が出てくるため，「特筆すべき進捗状況にある」 

との評価を受けるための取り組みが必要である等の説明があった。 

 

（２）ミッションの再定義（教員養成・医学・工学分野）について 

   学長から，本件についは，大学改革実行プランに基づき，本学のミッション

の再定義（教員養成・医学・工学分野）について説明があり，また，（経済・

農学・看護・理学分野）について，ヒアリング等行っている旨の報告があった。 

 

（３）平成２４年度事業年度財務諸表の承認について 

学長から，本件について，平成２５年６月２６日に提出した平成２４事業 

年度財務諸表について，９月２４日付で文部科学大臣から承認通知があった 

ものである旨の報告があった。 

 

（４）平成２６年度国立大学法人佐賀大学運営費交付金概算要求額（文部科学省） 

の概要について 

学長から，本件は，本学の平成２６年度概算要求事項のうち，文部科学省か

ら財務省への要求事項として認められた事業等に関するもので，運営費交付金

予定額は総額１１０億円（対前年比９億円増）であるが，給与改定臨時特例法
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の終了に伴う増，または，特殊要因経費（退職手当等）の増によるもので，使

途が決まっているものであるとの説明があった。 

また，学長から，特別経費のプロジェクト新規２件，継続４件について説明

があり，基盤的整備等整備分については，採択されなかった旨の報告があった。 

学外委員から，次年度の８％消費税については，どのような対応をされる予

定なのかとの発言があり，学長から，現在議論を行っており，病院についても

検討を行っているとの発言があった。 

また，経済産業省からの研究費等について，さらに，海洋エネルギー研究セ

ンターの経費について質問があり，学長から，運営費交付金とは別であり，受

託研究や共同研究等といった形で各部局に配分される旨，また，海洋エネルギ

ーセンターについては，文部科学省からの交付金だけでなく，ＮＥＤＯ（独立

行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）等からの競争的資金なども運

営費となっている旨の説明があった。 

 

（５）会計検査院の実地検査について 

学長から，平成２５年１２月１０日から１２月１３日の日程で実地検査があ

る旨の報告があった。 

 

（６）平成２５年度前学期実施済の全学統一英語能力テスト結果について 

学長から，本件について，英語教育の充実については，本協議会でもご意見 

を頂いていたところであるが，６月２９日及び７月６日に，本学学生の１年次 

を対象として，ＴＯＥＩＣの受験を行い，９９％の学生が受験したこと，また， 

本テストを実施したことによる学生の変化や学習効果及び今後の指導状況等 

について説明があった。 

また，学長から，平成２３年度は短期留学生が１００名弱であったが，平成

２４年度は２００名弱，今年度は２５０名を目指したいとの発言があった。 

 

（７）その他 

   

〇 佐賀県と佐賀大学との連携に関する基本合意書（案）について 

    学長から，本件について，有田焼創業４００年を契機として，佐賀県と 

本学が，佐賀県立有田窯業大学校の４年制大学化，また，窯業技術センター 

及び九州陶磁文化館の機能強化について，その具体的な検討・準備に着手す 

るという基本合意をするための合意書（案）であり，これに至った経緯と今 

後の予定について説明があった。 
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【 意見交換 】 

 

◎佐賀大学のこれまでとこれから 

学長から，平成２１年１０月以降の主な取り組みについて説明があり，透明性

のある大学経営及び根拠に基づく大学経営を目指し，ＩＲ室の体制を整備し，デ

ータを基に多面的な議論を行うことで，より的確に指示を行うことができるよう

になった旨の詳細説明があった。 

また，学長から，教養教育について，社会との接続を目指し，インターフェー

ス教育を意識しながら全学教育機構を設置したこと，本学と西九州大学が連携し

て，教育に視点を置いた，本学地（知）の拠点整備事業を開始したこと，佐賀大

学プロジェクト研究所を立ち上げたこと，医学部附属病院の再整備において，最

先端医療を目指し，第１期の工程がほぼ完了し，平成２９年に整備が終了する予

定で進んでいること，旧佐賀大学と佐賀医科大学統合１０周年記念事業により開

かれた大学として，正門を整備し，美術館を建設した等の説明があった。 

最後に，学長から，就任２期目の目標として，「面倒見の良い大学」，「質の高

い教育，研究，社会貢献」を目指していきたいとの発言がった。 

 

次いで，意見交換を行い，委員から次のような意見等が出された。 

（●は学外委員の意見等，○が学内委員の説明等） 

 

● 正門が整備され，地域の方が入りやすくなった。 

 

○ 様々な意見があったが，皆様に気に入って頂き，気が付いたら学内に入って

いるといったような感覚で親しみやすい正門として整備することができた。 

 

● 少子高齢化が進み，学生の数が減少していくが，大学もそれに合わせて規模

を縮小していくのか。 

 

○ １８歳人口は決まっているので，学生確保の観点から，佐賀大学の特色を作

り，質を高め，機能強化を図る必要がある。また，ダウンサイジングも考える

必要がある。 

 

● 大学は経済波及効果が大きく，地元の経済活性化を考えた場合は，高大連携

により，学生を地元への愛着を持たせ，一緒に育てていく必要がある。また，

今後，大学も統廃合が考慮されていく中で，佐賀大学として，特色・特筆を強

調していく必要がある。 

 

○  地元の人材を地元で育てるが基本である。本学では，「かささぎ奨学金」制
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度を制定し，優秀だが金銭的支援が必要な学生について，入学試験の優秀者

１２名に対して，年間３０万円の支援を行っている。ぜひ，地元からの援助

も頂きたい。 

 

 

以 上 


